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(57)【要約】
【課題】本発明の目的は、成形加工性に優れ、良好な外観・機械物性を持つ成形体が得ら
れる塩化ビニル樹脂組成物を提供することにある。
【解決手段】塩化ビニル樹脂（Ａ）、炭素数２～６のアルキル基を有するアルキルメタク
リレート（ｂ１）単位を５０質量％以上含有し、質量平均分子量が１００万～２０００万
であるアルキルメタクリレート系重合体（Ｂ）、及びメチルメタクリレート（ｃ１）単位
を６０質量％以上含有するメチルメタクリレート系重合体（Ｃ）を含む塩化ビニル樹脂組
成物。
【選択図】　なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
塩化ビニル樹脂（Ａ）、
炭素数２～６のアルキル基を有するアルキルメタクリレート（ｂ１）単位を５０質量％以
上含有し、質量平均分子量が１００万～２０００万であるアルキルメタクリレート系重合
体（Ｂ）、及び
メチルメタクリレート（ｃ１）単位を６０質量％以上含有するメチルメタクリレート系重
合体（Ｃ）
を含む塩化ビニル樹脂組成物。
【請求項２】
前記炭素数２～６のアルキル基を有するアルキルメタクリレート（ｂ１）単位が、炭素数
４のアルキル基を有するアルキルメタクリレート単位である、請求項１に記載の塩化ビニ
ル樹脂組成物。
【請求項３】
前記前記炭素数２～６のアルキル基を有するアルキルメタクリレート（ｂ１）単位が、ｉ
－ブチルメタクリレート単位である、請求項１又は２に記載の塩化ビニル樹脂組成物。
【請求項４】
前記メチルメタクリレート系重合体（Ｃ）の質量平均分子量が５０万～１０００万である
請求項１～３のいずれかの一項に記載の塩化ビニル樹脂組成物。
【請求項５】
請求項１～４のいずれかの一項に記載の塩化ビニル系樹脂組成物を成形して得られる成形
体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、塩化ビニル樹脂組成物及び成形体に関する。詳しくは、成形加工性に優れ、
良好な外観・機械物性を持つ成形体が得られる塩化ビニル樹脂組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　塩化ビニル樹脂は、耐薬品性・耐候性・難燃性・電気絶縁性などの優れた化学的・物理
的性質を有し、かつ安価であることから、利用価値の高い汎用樹脂材料として広く用いら
れている。
【０００３】
　しかしながら、塩化ビニル樹脂は、軟化温度が高いため、熱成形の際の溶融温度を熱分
解温度に近い温度に設定しなければならず、熱成形可能な温度領域が狭い、溶融状態にな
るまでの時間が長い等の熱成形に関する課題を有している。また、通常の熱成形の温度で
は、伸び特性や溶融強度が不足するため、成形加工条件を調整しても、満足な成形体を得
ることは困難である。
【０００４】
　これらの課題を解決する方法として、特許文献１では、ｉ－ブチルメタクリレート単位
を６５質量％以上含有し、質量平均分子量が２０万～２００万であるアルキル（メタ）ア
クリレート系重合体を塩化ビニル樹脂に配合する方法が提案されている。
【０００５】
　また、特許文献２では、メチルメタクリレート４０～８０質量％及びアルキル基の炭素
数が２～８のアルキルメタクリレート２０～６０質量％からなる単量体成分を重合して得
られるアルキルメタクリレート系重合体を塩化ビニル樹脂に配合する方法が提案されてい
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
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【特許文献１】国際公開第２０１０／１１９８４２号パンフレット
【特許文献２】特開平４－２６６９５８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献１及び２で提案されている方法では、塩化ビニル樹脂組成物を
溶融混練する際にゲル化が促進され、成形加工性の改良は認められるものの、塩化ビニル
樹脂組成物の充分なゲル化には至らず、機械物性及び表面外観の優れた成形体が得られな
いという課題があった。
【０００８】
　本発明の目的は、成形加工性に優れ、良好な外観・機械物性を持つ成形体が得られる塩
化ビニル樹脂組成物を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、塩化ビニル樹脂（Ａ）、炭素数２～６のアルキル基を有するアルキルメタク
リレート（ｂ１）単位を５０質量％以上含有し、質量平均分子量が１００万～２０００万
であるアルキルメタクリレート系重合体（Ｂ）、及びメチルメタクリレート（ｃ１）単位
を６０質量％以上含有するメチルメタクリレート系重合体（Ｃ）を含む塩化ビニル樹脂組
成物に関する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の塩化ビニル樹脂組成物は成形加工性に優れ、得られる成形体の機械物性及び表
面外観が良好である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の塩化ビニル樹脂組成物及び成形体について説明する。尚、本明細書にお
いて、「（共）重合体」は「単独重合体」又は「共重合体」を意味する。「（メタ）アク
リレート」は、「アクリレート」又は「メタクリレート」を意味する。
【００１２】
　〔塩化ビニル樹脂（Ａ）〕
　本発明に用いる塩化ビニル樹脂（Ａ）は特に制限されるものではなく、例えば塩化ビニ
ルの単独重合体、後塩素化塩化ビニル重合体、部分架橋塩化ビニル重合体あるいは塩化ビ
ニルと共重合し得る他のビニル化合物と塩化ビニルとの共重合体、及びこれらの混合物が
挙げられる。
【００１３】
　上記塩化ビニル成分と共重合し得る他のビニル化合物は、特に限定されないが、具体例
としては、酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル等の脂肪酸ビニルエステル；メタクリル酸メ
チル、メタクリル酸エチル等のメタクリル酸アルキルエステル；アクリル酸エチル、アク
リル酸ブチル等のアクリル酸アルキルエステル；エチレン、プロピレン、スチレン等のα
‐オレフィン；ビニルメチルエーテル、ビニルブチルエーテル等のアルキルビニルエーテ
ル；アクリル酸、メタクリル酸、無水マレイン酸等の不飽和カルボン酸又はその酸無水物
が挙げられ、これらは１種又は２種以上を組み合わせて用いてもよい。上記の共重合し得
る他のビニル化合物の共重合量が３０質量％以下であれば、塩化ビニル樹脂の本来の特徴
を損なわないので好ましい。
【００１４】
　さらに、これらの塩化ビニル樹脂は単独で用いてもよいし、２種以上を組み合わせて用
いてもよい。
【００１５】
　また、本発明に用いる塩化ビニル樹脂（Ａ）の平均重合度は、３００～５，０００の範
囲にあることが好ましく、５００～３，０００のものがより好ましい。平均重合度を３０
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０以上とすることで、機械物性が良好となる。また、平均重合度を５，０００以下とする
ことで、加工性が良好となる。
【００１６】
　本発明に用いる塩化ビニル樹脂（Ａ）の製造方法は特に制限はなく、乳化重合法、懸濁
重合法、塊状重合法等の種々の重合法で製造したものを使用することができる。
【００１７】
　〔アルキルメタクリレート系重合体（Ｂ）〕
　本発明において、アルキルメタクリレート系重合体（Ｂ）は、炭素数２～６のアルキル
基を有するアルキルメタクリレート（ｂ１）単位を５０質量％以上含有する。即ち、当該
重合体は、炭素数２～６のアルキル基を有するアルキルメタクリレート（ｂ１）単位５０
～１００質量％と他の単量体（ｂ２）単位５０～０質量％との（共）重合体である。
【００１８】
　炭素数が２～６のアルキル基を有するアルキルメタクリレート（ｂ１）単位の原料とな
る炭素数が２～６のアルキル基を有するアルキルメタクリレート（ｂ１）としては、例え
ば、エチルメタクリレート、ｎ－プロピルメタクリレート、ｉ－プロピルメタクリレート
、ｎ－ブチルメタクリレート、ｉ－ブチルメタクリレート、ｓｅｃ－ブチルメタクリレー
ト、ｔ－ブチルメタクリレート、ｎ－ヘキシルメタクリレート、シクロヘキシルメタクリ
レートが挙げられる。これらは、１種を単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい
。
【００１９】
　これらの中でも、炭素数４のアルキル基を有するアルキルメタクリレートが好ましく、
ｉ－ブチルメタクリレートがさらに好ましい。
　炭素数４のアルキル基を有するアルキルメタクリレートであると、塩化ビニル樹脂（Ａ
）中でのアルキルメタクリレート系重合体（Ｂ）の分散性が良好となりゲル化特性に優れ
、また、得られるアルキルメタクリレート系重合体（Ｂ）の粉体取扱性に優れる。
　ｉ－ブチルメタクリレートであると、分散性がさらに良好となりゲル化特性がさらに優
れる。
【００２０】
　共重合性成分として用いられる他の単量体（ｂ２）としては、例えば、スチレン、α－
メチルスチレン、クロロスチレン等の芳香族ビニル単量体；メチルアクリレート、エチル
アクリレート、ｎ－ブチルアクリレート等のアルキルアクリレート単量体；メチルメタク
リレート；ベンジル（メタ）アクリレート；フェニル（メタ）アクリレート；（メタ）ア
クリル酸；（メタ）アクリロニトリル等のシアン化ビニル単量体；ビニルメチルエーテル
、ビニルエチルエーテル等のビニルエーテル単量体；酢酸ビニル、酪酸ビニル等のカルボ
ン酸ビニル単量体；エチレン、プロピレン、ブチレン等のオレフィン類が挙げられる。こ
れらの他の単量体（ｂ２）は、１種を単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
【００２１】
　これらの中でも、アルキルメタクリレート系重合体（Ｂ）の熱分解を抑制することから
、スチレン、α－メチルスチレン、クロロスチレン等の芳香族ビニル単量体；メチルアク
リレート、エチルアクリレート、ｎ－ブチルアクリレート等のアルキルアクリレート単量
体が好ましい。
【００２２】
　本発明において、アルキルメタクリレート（ｂ１）単位の含有率は、アルキルメタクリ
レート系重合体（Ｂ）の全単量体単位１００質量％中、５０質量％以上であり、６０質量
％以上であることが好ましく、７０質量％以上であることがより好ましい。
　アルキルメタクリレート（ｂ１）単位の含有率が５０質量％以上であると、塩化ビニル
樹脂（Ａ）中でのアルキルメタクリレート系重合体（Ｂ）の分散性が良好となりゲル化特
性に優れる。
【００２３】
　本発明において、アルキルメタクリレート系重合体（Ｂ）の質量平均分子量は、１００
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万～２０００万であり、１５０万～１０００万であることが好ましく、２００万～５００
万であることがより好ましい。アルキルメタクリレート系重合体（Ｂ）の質量平均分子量
が１００万以上であると、得られる成形体の外観が良好となる。また、アルキルメタクリ
レート系重合体（Ｂ）の質量平均分子量が２０００万以下であると、塩化ビニル樹脂（Ａ
）中でのアルキルメタクリレート系重合体（Ｂ）の分散性が良好となりゲル化特性に優れ
る。尚、アルキルメタクリレート系重合体（Ｂ）の質量平均分子量の測定方法は後述する
。
【００２４】
　本発明において、アルキルメタクリレート系重合体（Ｂ）は、同一の重合体を単独で用
いてもよく、組成、分子量、粒子径等の異なる重合体を２種以上併用してもよい。
【００２５】
　本発明のアルキルメタクリレート系重合体（Ｂ）の重合方法としては、例えば、乳化重
合、ソープフリー重合、微細懸濁重合、懸濁重合、塊状重合、溶液重合が挙げられる。
　これらの中でも、アルキルメタクリレート系重合体（Ｂ）を粉体状又は顆粒状の形態で
得られることから、乳化重合、懸濁重合が好ましい。
【００２６】
　乳化重合等の、粒子構造体を得ることができる重合方法を用いて重合する場合の粒子構
造は、単層構造であっても多層構造であってもよい。粒子構造が多層構造である場合、経
済性の観点から、３層構造以下であることが好ましい。
【００２７】
　乳化重合に用いる乳化剤としては、例えば、アニオン性乳化剤、ノニオン性乳化剤、高
分子乳化剤、分子内にラジカル重合可能な不飽和二重結合を有する反応性乳化剤が挙げら
れる。これらは、１種を単独で用いてもよく２種以上を併用してもよい。
　これらの中でも、スルホン酸系塩化合物、硫酸系塩化合物、燐酸エステル系塩化合物等
のアニオン性乳化剤が好ましい。
【００２８】
　懸濁重合に用いる分散安定剤としては、例えば、リン酸カルシウム、炭酸カルシウム、
水酸化アルミニウム、澱粉末シリカ等の水難溶性無機化合物；ポリビニルアルコール、ポ
リエチレンオキサイド、セルロース誘導体等のノニオン系高分子化合物；ポリ（メタ）ア
クリル酸及びその塩、メタクリル酸エステルとメタクリル酸及びその塩との共重合体等の
アニオン系高分子化合物が挙げられる。これらは、１種を単独で用いてもよく２種以上を
併用してもよい。
　これらの中でも、極少量で分散安定性を保持できることから、アニオン系高分子化合物
が好ましい。
【００２９】
　重合開始剤としては、例えば、過硫酸カリウム、過硫酸ナトリウム、過硫酸アンモニウ
ム等の過硫酸塩系化合物；アゾビスイソブチロニトリル、２，２’－アゾビス（２－メチ
ルブチロニトリル）、２，２’－アゾビス（２，４－ジメチルバレロニトリル）、２，２
’－アゾビス（４－メトキシ－２，４－ジメチルバレロニトリル）、２－フェニルアゾ－
４－メトキシ－２，４－ジメチルバレロニトリル等の油溶性アゾ系化合物；２，２’－ア
ゾビス｛２－メチル－Ｎ－［１，１－ビス（ヒドロキシメチル）－２－ヒドロキシエチル
］プロピオンアミド｝、２，２’－アゾビス｛２－メチル－Ｎ－［２－（１－ヒドロキシ
エチル）］プロピオンアミド｝、２，２’－アゾビス｛２－メチル－Ｎ－［２－（１－ヒ
ドロキシブチル）］プロピオンアミド｝、２，２’－アゾビス［２－（５－メチル－２－
イミダゾリン－２－イル）プロパン］及びその塩類、２，２’－アゾビス［２－（２－イ
ミダゾリン－２－イル）プロパン］及びその塩類、２，２’－アゾビス［２－（３，４，
５，６－テトラヒドロピリミジン－２－イル）プロパン］及びその塩類、２，２’－アゾ
ビス｛２－［１－（２－ヒドロキシエチル）－２－イミダゾリン－２－イル］プロパン｝
及びその塩類、２，２’－アゾビス（２－メチルプロピオンアミジン）及びその塩類、２
，２’－アゾビス（２－メチルプロピンアミジン）及びその塩類、２，２’－アゾビス［
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Ｎ－（２－カルボキシエチル）－２－メチルプロピオンアミジン］及びその塩類等の水溶
性アゾ系化合物；ｔ－ブチルハイドロパーオキサイド、クメンハイドロパーオキサイド、
過酸化ベンゾイル等の有機過酸化物；前記過硫酸塩系化合物又は有機過酸化物と還元剤と
を組み合わせたレドックス系開始剤が挙げられる。これらは、１種を単独で用いてもよく
２種以上を併用してもよい。
【００３０】
　本発明のアルキルメタクリレート系重合体（Ｂ）の質量平均分子量の調整方法は、特に
限定されるものではなく、例えば、重合開始剤の使用量を調整する方法、連鎖移動剤の使
用量を調整する方法が挙げられる。
【００３１】
　連鎖移動剤としては、例えば以下のものが挙げられる。ｎ－ドデシルメルカプタン、ｔ
－ドデシルメルカプタン、ｎ－オクチルメルカプタン、ｎ－テトラデシルメルカプタン、
ｎ－ヘキシルメルカプタン、ｎ－ブチルメルカプタン等のメルカプタン類；四塩化炭素、
臭化エチレン等のハロゲン化合物；α－メチルスチレンダイマー。これらの連鎖移動剤は
、１種を単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。連鎖移動剤の使用量は、アル
キルメタクリレート系重合体（Ｂ）の質量平均分子量、用いる連鎖移動剤の種類、単量体
の組成比等に応じて、適宜調整することができる。
【００３２】
　このようにして製造されたアルキルメタクリレート系重合体（Ｂ）は、通常、粉体とし
て回収される。アルキルメタクリレート系重合体（Ｂ）の粉体化方法は、特に限定される
ものではなく、重合方法に応じて適宜選択できる。例えば、乳化重合の場合の粉体化方法
としては、凝析法、スプレードライ法、遠心分離法、凍結乾燥法等が挙げられる。これら
の粉体化方法の中でも、粉体の均一性の観点から、凝析法、スプレードライ法が好ましい
。
【００３３】
　凝析法を用いて粉体化する場合、アルキルメタクリレート系重合体（Ｂ）ラテックスを
凝析剤に接触させ、攪拌しながら凝析させスラリーとし、脱水乾燥することで、アルキル
メタクリレート系重合体（Ｂ）の粉体を得ることができる。凝析法における凝析剤として
は、例えば、塩酸、硫酸、硝酸、燐酸等の無機酸類；蟻酸、酢酸等の有機酸類；硫酸アル
ミニウム、硫酸マグネシウム、硫酸カルシウム等の無機塩類；酢酸カルシウム等の有機塩
類が挙げられる。
【００３４】
　スプレードライ法を用いて粉体化する場合、アルキルメタクリレート系重合体（Ｂ）ラ
テックスを、入口温度１２０℃～２２０℃、出口温度４０～９０℃の条件で、スプレード
ライヤーにより噴霧乾燥することで、アルキルメタクリレート系重合体（Ｂ）の粉体を得
ることができる。スプレードライ法における出口温度は、アルキルメタクリレート系重合
体（Ｂ）の粉体の１次粒子への解砕性に優れることから、４０～９０℃であることが好ま
しく、４０～８０℃であることがより好ましい。
【００３５】
　アルキルメタクリレート系重合体（Ｂ）を懸濁重合で重合した場合においては、濾過し
て重合体を取り出す方法が簡便である。
【００３６】
　本発明のアルキルメタクリレート系重合体（Ｂ）の配合量としては、塩化ビニル樹脂（
Ａ）１００質量部に対して、０．０１～２０質量部であることが好ましく、０．１～１０
質量部であることがより好ましい。
　アルキルメタクリレート系重合体（Ｂ）の配合量が０．０１質量部以上であると、塩化
ビニル樹脂組成物のゲル化特性に優れ、得られる成形体の機械物性及び外観が優れる。ま
た、アルキルメタクリレート系重合体（Ｂ）の配合量が２０質量部以下であると、塩化ビ
ニル樹脂（Ａ）の本来の特性を損なわない。
【００３７】
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　〔メチルメタクリレート系重合体（Ｃ）〕
　本発明において、メチルメタクリレート系重合体（Ｃ）は、メチルメタクリレート（ｃ
１）単位を６０質量％以上含有する。即ち、当該重合体は、メチルメタクリレート（ｃ１
）単位６０～１００質量％と他の単量体（ｃ２）単位４０～０質量％との（共）重合体で
ある。
【００３８】
　共重合性成分として用いられる他の単量体（ｃ２）としては、例えば、スチレン、α－
メチルスチレン、クロロスチレン等の芳香族ビニル単量体；メチルアクリレート、エチル
アクリレート、ｎ－ブチルアクリレート等のアルキルアクリレート単量体；エチルメタク
リレート、ｎ－ブチルメタクリレート等の炭素数２以上のアルキルメタクリレート単量体
；（メタ）アクリル酸；（メタ）アクリロニトリル等のシアン化ビニル単量体；ビニルメ
チルエーテル、ビニルエチルエーテル等のビニルエーテル単量体；酢酸ビニル、酪酸ビニ
ル等のカルボン酸ビニル単量体；エチレン、プロピレン、ブチレン等のオレフィン類等が
挙げられる。これらの他の単量体（ｃ２）は、１種を単独で用いてもよく、２種以上を併
用してもよい。
【００３９】
　これらの中でも、メチルメタクリレート系重合体（Ｃ）の熱分解を抑制することから、
スチレン、α－メチルスチレン、クロロスチレン等の芳香族ビニル単量体；メチルアクリ
レート、エチルアクリレート、ｎ－ブチルアクリレート等のアルキルアクリレート単量体
が好ましい。
【００４０】
　本発明において、メチルメタクリレート（ｃ１）単位の含有率は、メチルメタクリレー
ト系重合体（Ｃ）の全単量体単位１００質量％中、６０質量％以上であり、６５質量％以
上であることが好ましく、７０質量％以上であることがより好ましい。
　メチルメタクリレート（ｃ１）単位の含有率が６０質量％以上であると、塩化ビニル樹
脂（Ａ）とアルキルメタクリレート系重合体（Ｃ）の相溶性が良好となり、得られる成形
体の機械物性に優れる。
【００４１】
　本発明において、メチルメタクリレート系重合体（Ｃ）の質量平均分子量は、５０万～
１０００万であることが好ましく、１００万～８００万であることがより好ましく、２０
０万～５００万であることがさらに好ましい。メチルメタクリレート系重合体（Ｃ）の質
量平均分子量が５０万以上であると、得られる成形体の外観が良好となる。また、メチル
メタクリレート系重合体（Ｃ）の質量平均分子量が１０００万以下であると、塩化ビニル
樹脂（Ａ）中でのメチルメタクリレート系重合体（Ｃ）の分散性が良好となりゲル化特性
に優れる。尚、メチルメタクリレート系重合体（Ｃ）の質量平均分子量の測定方法は後述
する。
【００４２】
　本発明において、メチルメタクリレート系重合体（Ｃ）は、同一の重合体を単独で用い
てもよく、組成、分子量、粒子径等の異なる重合体を２種以上併用してもよい。
【００４３】
　本発明のメチルメタクリレート系重合体（Ｃ）の重合方法としては、上述したアルキル
メタクリレート系重合体（Ｂ）と同様に公知の重合方法が挙げられ、これらの中でも、メ
チルメタクリレート系重合体（Ｃ）を粉体状又は顆粒状の形態で得られることから、乳化
重合、懸濁重合が好ましい。
【００４４】
　乳化重合に用いる乳化剤としては、上述したアルキルメタクリレート系重合体（Ｂ）と
同様なものが挙げられる。これらの中でも、スルホン酸系塩化合物、硫酸系塩化合物、燐
酸エステル系塩化合物等のアニオン性乳化剤が好ましい。
【００４５】
　懸濁重合に用いる分散安定剤としては、上述したアルキルメタクリレート系重合体（Ｂ
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）と同様なものが挙げられる。これらの中でも、極少量で分散安定性を保持できることか
ら、アニオン系高分子化合物が好ましい。
【００４６】
　本発明のメチルメタクリレート系重合体（Ｃ）の質量平均分子量の調整方法は、特に限
定されるものではなく、上述したアルキルメタクリレート系重合体（Ｂ）と同様な方法が
挙げられる。
【００４７】
　このようにして製造されたメチルメタクリレート系重合体（Ｃ）は、通常、粉体として
回収される。メチルメタクリレート系重合体（Ｃ）の粉体化方法は、特に限定されるもの
ではなく、上述したアルキルメタクリレート系重合体（Ｂ）と同様な方法が挙げられる。
これらの粉体化方法の中でも、粉体の均一性の観点から、凝析法、スプレードライ法が好
ましい。
【００４８】
　本発明のメチルメタクリレート系重合体（Ｃ）の配合量としては、塩化ビニル樹脂（Ａ
）１００質量部に対して、０．０１～２０質量部であることが好ましく、０．１～１０質
量部であることがより好ましい。
　メチルメタクリレート系重合体（Ｃ）の配合量が０．０１質量部以上であると、得られ
る成形体の機械物性が優れる。また、メチルメタクリレート系重合体（Ｃ）の配合量が２
０質量部以下であると、塩化ビニル樹脂（Ａ）の本来の特性を損なわない。
【００４９】
　本発明の塩化ビニル樹脂組成物には、本発明の効果を損なわない限りにおいて、その目
的に応じて、慣用の安定剤、滑剤、充填剤、耐衝撃性改質剤等の各種添加剤を必要に応じ
て添加することができる。
【００５０】
　安定剤としては、例えば三塩基性硫酸鉛、二塩基性亜リン酸鉛、塩基性亜硫酸鉛、ケイ
酸鉛等の鉛系安定剤、カリウム、マグネシウム、バリウム、亜鉛、カドミウム、鉛等の金
属と２‐エチルヘキサン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、
イソステアリン酸、ヒドロキシステアリン酸、オレイン酸、リシノール酸、リノール酸、
ベヘニン酸等の脂肪酸から誘導される金属石けん系安定剤；アルキル基、エステル基、脂
肪酸基、マレイン酸基、含硫化物基等を有してなる有機スズ系安定剤；Ｂａ－Ｚｎ系、Ｃ
ａ－Ｚｎ系、Ｂａ－Ｃａ－Ｓｎ系、Ｃａ－Ｍｇ－Ｓｎ系、Ｃａ－Ｚｎ－Ｓｎ系、Ｐｂ－Ｓ
ｎ系、Ｐｂ－Ｂａ－Ｃａ系等の複合金属石けん系安定剤；バリウム、亜鉛等の金属基と２
－エチルヘキサン酸、イソデカン酸、トリアルキル酢酸等の分岐脂肪酸、オレイン酸、リ
シノール酸、リノール酸等の不飽和脂肪酸、ナフテン酸等の脂環族酸、石炭酸、安息香酸
、サリチル酸、それらの置換誘導体等の芳香族酸といった有機酸の通常二種以上から誘導
される金属塩系安定剤；これら安定剤を石油系炭化水素、アルコール、グリセリン誘導体
等の有機溶剤に溶解し、さらに亜リン酸エステル、エポキシ化合物、発色防止剤、透明性
改良剤、光安定剤、酸化防止剤、ブリードアウト防止剤、滑剤等の安定化助剤を配合して
なる金属塩液状安定剤等といった金属系安定剤のほか、エポキシ樹脂、エポキシ化脂肪酸
アルキルエステル等のエポキシ化合物、有機亜リン酸エステル等の非金属系安定剤が挙げ
られ、これらは１種又は２種以上組み合わせて用いられる。
【００５１】
　安定剤の添加量については特に制限されないが、塩化ビニル樹脂（Ａ）１００質量部に
対して、１～１５質量部が好ましく、さらに好ましくは１～８質量部である。１質量部以
上とすることで、加工時の熱分解を抑制することができ、１５質量部以下とすることで、
成形体の機械物性の低下を防ぐことができる。
【００５２】
　滑剤としては、例えば流動パラフィン、天然パラフィン、マイクロワックス、合成パラ
フィン、低分子量ポリエチレン等の純炭化水素系滑剤、ハロゲン化炭化水素系滑剤、高級
脂肪酸、オキシ脂肪酸等の脂肪酸系滑剤、脂肪酸アミド、ビス脂肪酸アミド等の脂肪酸ア
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ミド系滑剤、脂肪酸の低級アルコールエステル、グリセリド等の脂肪酸の多価アルコール
エステル、脂肪酸のポリグリコールエステル、脂肪酸の脂肪アルコールエステル（エステ
ルワックス）等のエステル系滑剤のほか、金属石けん、脂肪アルコール、多価アルコール
、ポリグリコール、ポリグリセロール、脂肪酸と多価アルコールの部分エステル、脂肪酸
とポリグリコール、ポリグリセロールの部分エステル等が挙げられ、これらは１種あるい
は２種以上組み合わせて使用することができる。
【００５３】
　滑剤の添加量については特に制限されないが、塩化ビニル樹脂（Ａ）１００質量部に対
して、０．０１～１５質量部が好ましく、０．１～５質量部がさらに好ましい。０．０１
質量部以上とすることで、樹脂組成物の成形機への付着を低減することができ、１５質量
部以下とすることで、加工性の低下を防ぐことができる。
【００５４】
　充填剤としては、金属粉、酸化物、水酸化物、珪酸又は珪酸塩、炭酸塩、炭化珪素、植
物性繊維、動物性繊維、合成繊維などが挙げられ、これらの具体的な代表例としては、ア
ルミニウム粉、銅粉、鉄粉、アルミナ、天然木材、紙、炭酸カルシウム、タルク、硝子繊
維、炭酸マグネシウム、マイカ、カオリン、硫酸カルシウム、硫酸バリウム、水酸化アル
ミニウム、水酸化マグネシウム、シリカ、クレー、ゼオライト、アセテート粉、絹粉、ア
ラミド繊維、アゾジカルボンアミド、グラファイト、及び再生充填剤材料などが挙げられ
る。これらは単独で、又は２種以上を混合して用いることができる。
【００５５】
　また、難燃性向上目的に充填剤を添加する場合、例えば金属水酸化物、臭素系化合物、
トリアジン環含有化合物、亜鉛化合物、リン系化合物、ハロゲン系化合物、シリコン系化
合物、イントメッセント系化合物、酸化アンチモン等が使用できる。これらは１種又は２
種以上組み合わせて用いることができる。
【００５６】
　充填剤の添加量については特に制限されないが、塩化ビニル樹脂（Ａ）１００質量部に
対して、１～１００質量部が好ましく、２～８０質量部がさらに好ましく。１質量部以上
とすることで、成形体に剛性を付与することができ、１００質量部以下とすることで、成
形体外観の平滑性低下を防ぐことができる。
【００５７】
　さらに、耐衝撃性改質剤を配合する場合には、例えば塩素化ポリエチレン、ポリブタジ
エン、ポリイソプレン、ポリクロロプレン、フッ素ゴム、スチレン‐ブタジエン共重合体
ゴム、アクリロニトリル‐スチレン‐ブタジエン共重合体ゴム、メタクリル酸メチル‐ス
チレン‐ブタジエン共重合体ゴム、アクリル酸エステル‐メタクリル酸エステル共重合体
等のアクリル系コアシェル型ゴム、シリコーン‐アクリル酸エステル‐メタクリル酸エス
テル共重合体、シリコーン‐アクリル酸エステル‐アクリロニトリル‐スチレン共重合体
等のシリコーン系コアシェル型ゴム、スチレン‐ブタジエン‐スチレンブロック共重合体
ゴム、スチレン‐イソプレン‐スチレンブロック共重合体ゴム、スチレン‐エチレン‐ブ
チレン‐スチレンブロック共重合体ゴム、エチレン－プロピレン共重合体ゴム、エチレン
‐プロピレン‐ジエン共重合体ゴム（ＥＰＤＭ）等が挙げられる。ＥＰＤＭのジエンとし
ては、１，４‐ヘキサジエン、ジシクロペンタジエン、メチレンノルボルネン、エチリデ
ンノルボルネン、プロペニルノルボルネン等が使用できる。これらの耐衝撃性改質剤は１
種又は２種以上組み合わせて用いることができる。
【００５８】
　耐衝撃性改質剤の添加量については特に制限されないが、塩化ビニル樹脂（Ａ）１００
質量部に対して、１～２０質量部が好ましく、１～１５質量部がさらに好ましい。１質量
部以上とすることで、成形体の衝撃強度を向上することができ、２０質量部以下とするこ
とで、成形外観の低下を防ぐことができる。
【００５９】
　その他、離型剤、流動性改良剤、着色剤、帯電防止剤、界面活性剤、防曇剤、抗菌剤、
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可塑剤、発泡剤等も、本発明の効果を損なわない限りにおいて、目的に応じて任意に配合
することができる。
【００６０】
　本発明の塩化ビニル樹脂組成物を得る方法は特に制限されるものではなく、一般公知の
方法を用いることができ、例えば所定量の塩化ビニル樹脂（Ａ）とアルキルメタクリレー
ト系重合体（Ｂ）及びメチルメタクリレート系重合体（Ｃ）をヘンシェルミキサー、バン
バリーミキサー、Ｖ型ミキサー、リボンブレンダー等で混合することで得られる。
【００６１】
　本発明の塩化ビニル樹脂成形体は、本発明の塩化ビニル樹脂組成物を成形して得られる
。成形方法としては、通常の公知の成形方法、例えば、押出し成形、射出成形、真空成形
、ブロー成形、ロール成形、プレス成形などが挙げられる。これらの中では、押出し成形
、射出成形が好ましい。
【００６２】
　本発明の塩化ビニル樹脂成形体は、本発明の塩化ビニル樹脂組成物を成形したものであ
るため、機械物性及び成形体の外観に優れる。
　本発明の塩化ビニル樹脂成形体は、窓枠等の建材、パイプ、雨樋、異型成形品、自動車
材料、玩具、文房具等の雑貨、ＯＡ機器、家電機器等の広い分野に用いることができる。
【実施例】
【００６３】
　以下、実施例により本発明を説明するが、本発明はこれらの実施例に限定されるもので
はない。なお、実施例中の「部」及び「％」は、「質量部」及び「質量％」を示す。
【００６４】
（１）質量平均分子量
　アルキルメタクリレート系重合体（Ｂ）及びメチルメタクリレート系重合体（Ｃ）のテ
トラヒドロフラン可溶分を試料として、ゲルパーミエーションクロマトグラフィー（ＧＰ
Ｃ）を用いて分子量の測定に供した。
　ＧＰＣの測定条件は下記の通りであり、標準ポリスチレンによる検量線から質量平均分
子量を求めた。
装置：東ソー（株）製「ＨＬＣ８２２０」、
カラム：東ソー（株）製「ＴＳＫｇｅｌ　ＳｕｐｅｒＭｕｌｔｉｐｏｒｅＨＺ－Ｈ」　（
内径４．６ｍｍ×長さ１５ｃｍ×２本、排除限界４×１０７（推定））、
溶離液：ＴＨＦ、
溶離液流量：０．３５ｍｌ／分、
測定温度：４０℃、
試料注入量：１０μｌ（試料濃度０．１％）。
【００６５】
（２）ゲル化特性
　塩化ビニル樹脂組成物を、ブラベンダープラスチコーダー（ブラベンダー社製）に充填
し、ゲル化特性評価を行った。
　ゲル化時間は、予熱後の混練開始からトルクが３０Ｎ・ｍを超えるまでに要する時間と
した。このゲル化時間が早いほど、ゲル化特性に優れると言える。
【００６６】
（３）機械物性（シャルピー衝撃強度）
　塩化ビニル樹脂組成物を溶融押出して得られた成形体について、ＪＩＳＫ７１１１に基
づき、ノッチ付きシャルピー衝撃強度試験を行い、２３℃での衝撃強度を測定した。値が
大きいほど機械物性が良好となる。
【００６７】
（４）表面外観（光沢度）
　塩化ビニル樹脂組成物を溶融押出して得られた成形体について、光沢度計（ＫＯＮＩＣ
Ａ　ＭＩＮＯＬＴＡ社製ＧＭ－６０）を用い、６０度反射光沢度を測定した。値が大きい
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ほど表面外観が良好となる。
【００６８】
［製造例１］アルキルメタクリレート系重合体（Ｂ１）の製造
　温度計、窒素導入管、冷却管及び攪拌装置を備えたセパラブルフラスコ（容量５リット
ル）に、イオン交換水３００部（３０００グラム）、ｉ－ブチルメタクリレート９８部、
ｎ－ブチルアクリレート２部、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム１．１部を投入し
、このセパラブルフラスコに窒素気流を通じることにより、フラスコ内雰囲気の窒素置換
を行なった。次いで、内温を６０℃まで昇温させ、過硫酸カリウム０．１５部、脱イオン
水５部を加えた。その後、加熱攪拌を２時間継続して重合を終了し、アルキルメタクリレ
ート系重合体（Ｂ１）のラテックスを得た。
　得られたラテックスを冷却後、入口温度１５０℃及び出口温度６５℃の条件で噴霧乾燥
を行い、アルキルメタクリレート系重合体（Ｂ１）の粉体を得た。このアルキルメタクリ
レート系重合体（Ｂ１）の質量平均分子量は３００万であった。
【００６９】
［製造例２］メチルメタクリレート系重合体（Ｃ１）の製造
　ｉ－ブチルメタクリレート９８部、ｎ－ブチルアクリレート２部を、メチルメタクリレ
ート８０部、ｎ－ブチルアクリレート２０部に変更し、さらに連鎖移動剤量として、ｎ－
オクチルメルカプタン０．０５部を加えたこと以外は、製造例１と同様にして、メチルメ
タクリレート系重合体（Ｃ１）のラテックスを得た。
　得られたラテックスを冷却後、入口温度１５０℃及び出口温度６５℃の条件で噴霧乾燥
を行い、メチルメタクリレート系重合体（Ｃ１）の粉体を得た。このメチルメタクリレー
ト系重合体（Ｃ１）の質量平均分子量は２５０万であった。
【００７０】
［実施例１］
　塩化ビニル樹脂（Ａ）として塩化ビニル樹脂（ＴＫ－８００、信越化学工業社製、平均
重合度８００）１００部、アルキルメタクリレート系重合体（Ｂ）としてアルキルメタク
リレート系重合体（Ｂ１）０．５部、メチルメタクリレート系重合体（Ｃ）としてメチル
メタクリレート系重合体（Ｃ１）０．５部、安定剤としてＣａ－Ｚｎ複合安定剤（サンエ
ース社製）３部、滑剤としてグリセリン脂肪酸エステル（Ｌｏｘｉｏｌ　ＧＨ－４、エメ
リーオレオ社製）０．５部、高分子複合エステル（Ｌｏｘｉｏｌ　Ｇ７０Ｓ、エメリーオ
レオ社製）０．３部、高分子複合エステル（Ｌｏｘｉｏｌ　ＶＰＮ９６３、エメリーオレ
オ社製）０．２部、ポリエチレンワックス（Ｌｏｘｉｏｌ　ＶＰＮ２３３、エメリーオレ
オ社製）０．２部、衝撃強度改質剤としてアクリル系衝撃強度改質（メタブレンＷ－４５
０Ａ、三菱レイヨン社製）５．０部、充填剤として炭酸カルシウム（白艶華ＣＣＲ、白石
カルシウム社製）６部、酸化チタン（Ｒ８３０、石原産業社製）３部をヘンシェルミキサ
ーに供給して均一に混合し、塩化ビニル樹脂組成物を得た。
　得られた塩化ビニル樹脂組成物を、ブラベンダープラスチコーダー（ブラベンダー社製
、１６５℃、予熱：２分、スクリュー回転数：３０ｒｐｍ、充填量：５１ｇ）に充填し、
ゲル化特性評価を行った。結果を表１に示す。
　また、得られた塩化ビニル樹脂組成物を３０ｍｍ単軸押出機（ＧＭエンジニアリング社
製、６５－１６５－１８５－１９５－１９５－１９５－１９５℃ （Ｃ１－Ｃ２－Ｃ３－
Ｃ４－Ｃ５－Ａ－Ｄ）、スクリュー回転数：２５ｒｐｍ）にて溶融押出を行い、幅１０ｍ
ｍ、厚み４ｍｍの角棒状の塩化ビニル樹脂成形体を得た。得られた成形体を長さ８ｃｍに
切断し、深さ２ｍｍのＶ型ノッチをつけた試験片を作製し、衝撃強度試験に供した。結果
を表１に示す。
　さらに、得られた塩化ビニル樹脂組成物を３０ｍｍ単軸押出機（同上）にて溶融押出を
行い、幅７０ｍｍ、厚み１ｍｍの板状の塩化ビニル樹脂成形体を得た。得られた成形体に
て表面外観（光沢度）を評価した。結果を表１に示す。
【００７１】
［実施例２、比較例１～４］
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　アルキルメタクリレート系重合体（Ｂ）及びメチルメタクリレート系重合体（Ｃ）の添
加量を表１に示すように変更した以外は、実施例１と同様にして塩化ビニル樹脂組成物を
調製し、ゲル化特性、機械物性及び表面外観の評価を行った。結果を表１に示す。
【００７２】
【表１】

 
【００７３】
　表１から明らかなように、本発明の塩化ビニル樹脂組成物用いた実施例１、２は、ゲル
化特性に優れ、得られた成形体の機械物性及び表面外観に優れた。一方、本発明のメチル
メタクリレート系重合体（Ｃ）を含まない比較例１、２においては、ゲル化特性は優れる
ものの、機械物性及び表面外観が低位であった。さらに、本発明のアルキルメタクリレー
ト系重合体（Ｂ）を含まない比較例３、４においては、ゲル化特性が劣った。
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